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任
期
満
了
に
伴
う
井
手
町
議
会
議
員
一
般
選

挙
は
、
京
都
府
知
事
選
挙
と
同
日
の
４
月
９
日

（
日
）
に
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
町
議
会
議
員
の
定
数
は　

人
で

１６

し
た
が
、
平
成　

年
３
月
定
例
町
議
会
で
４
議

１７

席
を
削
減
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
今
回
の
選
挙
で
は　

人
の
町
議
会
議
員
が

１２

選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）
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日
（
月
）
に
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
き
な
拍
手
で
迎
え
ら
れ

た
新
１
年
生
は
、
担
任
の
先
生
に

名
前
を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
声
で

返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
駒
好
修

校
長
は
「
皆
さ
ん
は
誇
り
高
き
泉

ヶ
丘
の
生
徒
で
す
。
こ
れ
か
ら
卒

業
ま
で
の
３
年
間
有
意
義
な
も
の

に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
入
生
を
代
表
し

て
、
阿
部
有
沙
さ
ん
が
宣
誓
を
行

っ
た
あ
と
、
教
職
員
と
生
徒
代
表

に
よ
る
構
成
詩
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
新
入
生
は
、　

人
４８

（
男
子　

人
・
女
子　

人
）
が
泉

２４

２４

ヶ
丘
中
学
校
の
１
年
生
と
し
て
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

入
場
し
、
入
学
式
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
席
に
着
い
た
新

１
年
生
は
、
担
任
の
先
生
か
ら
自

分
の
名
前
を
呼
ば
れ
る
と『
は
い
』

と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
い
い
返
事
が

で
き
、
新
し
い
小
学
校
生
活
の
１

日
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
１
年
生
は
、
井
手

小
学
校　

人
（
男
子　

人
・
女
子

４３

２４

　

人
）、
多
賀
小
学
校　

人
（
男
子

１９

２１

　

人
、
女
子
７
人
）
が
、
ピ
カ
ピ

１４カ
の
１
年
生
と
し
て
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
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泉
ヶ
丘
中
学
校
で
は
、
４
月　
１０
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４
月
７
日
（
金
）、
井
手
小
学
校

と
多
賀
小
学
校
で
、
新
し
い
１
年

生
を
迎
え
る
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
１
年
生
た
ち
は
、
担
任

の
先
生
の
あ
と
に
続
き
、
在
校

生
・
保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

大
き
な
拍
手
の
中
を
照
れ
な
が
ら
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　井手町桜まつり（奥村康彦実行委員長）は
４月３日（月）から９日（日）まで開かれまし
た。
　今年の桜の開花は平年より遅い開花とな
り、玉川堤の桜は４月１日ごろに咲き始めま
した。
　玉川堤の桜は、国道２４号から玉川上流約
１５００メートルの両岸に約５００本のソメイヨシ
ノが植えられ、地蔵禅院の「しだれ桜」と並
び山城地域でも人気のスポットとなっていま
す。
　堤周辺では、町商工会青年部・女性部らに
よる模擬店、フレッシュグループによる朝
市、玉川寺婦人部による野点、井堤保勝会に
よる湯茶のサービスなどが催され、まちづく
りセンター椿坂では「たけのこご飯」をはじ
め特産品の販売が行われ、井手町ふるさとガ
イドの方々が観光ガイド役を、いづみ太鼓
「左馬」が和太鼓演奏を、民俗芸能保存会は玉
川音頭を披露しました。ほぼ満開となった、
４月８日（土）、９日（日）の週末には、堤や河
川敷で満開の桜を背景に写真を撮る人や花見
のお弁当を広げて集う人たちなどが多数訪れ
大変賑わっていました。
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　本会は、会員相互の親睦を図り地域女性のリーダーとしての資質
向上に努めるとともに女性関係のネットワークづくりを促進するこ
とにより豊かな地域社会づくりに寄与することを目的としていま
す。まちづくりセンターの管理・運営への協力をはじめ、玉川やホ
タル公園の清掃などを行っています。会員数１５人。

椿坂のホームページをリニューアルしました

　椿坂のホームページ「井手町まるごと体験館」をリニューアルし
ました。日々の活動報告やイベント告知など、さらにご利用しやす
くなりました。アクセスをお待ちしています。
井手町まるごと体験館アドレス
　http://www.ide-marugoto.com
＊お問い合わせは、井手町まちづくり協議会事務局
　（役場企画財政課内　℡８２‐２００１）まで

�������「ステップあけぼの」

まちづくり協議会団体紹介

●OPEN　午前9時～午後5時
●休館日　毎週火曜日・金曜日

お茶のサービスやコーヒー
を販売していますので、お
気軽にお越しください
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在の世帯構成に基づき、住民税の課税状況や所得の状況な
どにより、第１～７段階までのいずれかに決まります。
　平成１８年度介護保険料は、平成１８年４月１日現在の介護
保険の被保険者（本人）が属する世帯の世帯構成と、６月以
降に確定する住民税の課税状況（平成１８年度分）、所得の状
況（平成１７年分）などに基づき決まります。
　また、平成１７年度の地方税法改正により、新たに住民税が
課税となる人や同じ世帯の人が新たに住民税課税となる場
合は、介護保険料の激変緩和措置があります。
　介護保険料の納付方法は、年金から天引きされる「特別徴
収」と、町が発行する納付書で金融機関などの窓口でお支払
いいただく「普通徴収」とがあります。（表２参照）
　なお、今年度より、「特別徴収仮徴収通知書」は送付しませ
ん。

地域包括支援センターを開設しました
　介護保険制度の改正で新しく行う「地域支援事業」や「新
予防給付」など、総合的なケアマネジメントを担う中核機関
として、「地域包括支援センター」を４月３日（月）に開設し
ました。ここには、社会福祉士、保健師を置き、高齢者の相談
や支援を行います。
場所／井手町大字井手小字橋ノ本１３　井手町保健センター内
お問い合わせ／ＴＥＬ８２‐３６９０　ＦＡＸ８２‐３６９５
受付時間／午前８時半～午後５時
　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

　井手町では、平成１８年度から介護保険料を改定しました。
６５歳以上の第１号被保険者の介護保険料は、平成１８年度か
ら平成２０年度までの「要介護者数」や介護サービスがどのく
らい提供されるのか、などのサービス量の見込みをもとに
３年ごとに市町村で見直しを行うことになっています。
　今回、３年ごとの介護保険料の見直しを行い、平成１８～２０
年度の保険料は表１のとおりです。
　第１号被保険者が納める介護保険料は、毎年４月１日現

平成18年度から 
介護保険料が変わりました
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お問い合わせは、民生部　福祉課　介護保険担当　TEL ８２‐２００１（代）まで

　国民健康保険（国保）に加入されている４０歳以上６５歳未満
の被保険者の方については、医療分に介護保険分を上乗せ
して、保険税を賦課徴収しています。
　近年、介護保険を利用される方が増え、国保が支出する介
護費用分（介護納付金）が年々増加してきている状況にあり
ます。このままでは、国保財政の収支バランスがさらに悪化
することから、平成１８年度より介護分の税率を右表のとお
り改正することになりましたのでお知らせいたします。
　また、介護分の課税限度額はこれまで８万円でしたが、地

方税法の改正に伴い、平成１８年度より９万円となりました。
みなさまにはご負担をおかけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。
＊お問い合わせは、役場衛生課（℡８２‐２００１）まで

平成18年度から 
国民健康保険税【介護分】の税率と 
限度額が変わります
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健
康
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

運
動
は
自
宅
で
で
き
る
簡
単
な
体

操
で
す
。

対
象
／　

歳
〜　

歳
ま
で
の
方

４０

６４

で
、
肥
満
度
指
数
（
Ｂ
Ｍ
Ⅰ
）　
２５

以
上
の
方
、
ま
た
は
お
へ
そ
ま
わ

り
が
男
性　

㎝
以
上
、
女
性　

㎝

８５

９０

以
上
の
方

肥
満
の
判
定
方
法
…
Ｂ
Ｍ
Ⅰ
＝
体

重（
㎏
） 

身
長（
ｍ
） 

身
長（
ｍ
）

期
間
／
６
月
か
ら　

月
ま
で
の
６

１１

ヶ
月
間
（
９
回
コ
ー
ス
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師
／
栄
養
士　

森
岡
紀
江
先

生
、
運
動
実
践
指
導
士　

山
根
光

子
先
生

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
３
３
８

８２

５
）
ま
で ÷

÷

食
欲
の
春
？ 

ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
始
め
ま
す

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ダ
イ
エ
ッ
ト

し
ま
せ
ん
か
。
お
申
込
み
受
付
は

５
月　

日
（
火
）
ま
で
。
肥
満
は

３０

「
万
病
の
も
と
」と
も
い
わ
れ
る
よ

う
に
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を

ま
ね
き
ま
す
。

　

生
活
習
慣
を
見
直
し
、
一
緒
に

日
曜
・
祝
日
の
応
急
診
療
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転
倒
骨
折
予
防
教
室
が 

始
ま
り
ま
す

　

高
齢
期
こ
そ
運
動
が
大
切
で

す
。
筋
力
は
使
わ
な
け
れ
ば
、
ど

ん
ど
ん
衰
え
て
い
き
ま
す
が
、
筋

力
は
鍛
え
れ
ば
、
高
齢
期
で
も
向

上
し
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
は

「
転
ば
な
い
体
作
り
」を
応
援
す
る

た
め
、
転
倒
骨
折
予
防
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
当
日
、
直
接
会
場
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
／　

歳
以
上
の
方

６５

内
容
／
自
宅
で
で
き
る
筋
力
向
上

体
操

講
師
／
運
動
実
践
指
導
士　

山
根

光
子
先
生

場
所
／
玉
泉
苑
・
賀
泉
苑

日
時
／
詳
し
い
日
時
は
「
井
手
町

保
健
事
業
年
間
日
程
表
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

時
間
／
午
後
１
時
半
〜
３
時

持
ち
物
／
健
康
手
帳

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
（
℡　

‐
３
３
８
５
）
ま
で

８２

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
児
童 

１８

手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
す

●
拡
充
の
内
容
…
支
給
対
象
年
齢

が
こ
れ
ま
で
の
小
学
３
年
生
（
９

歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）か
ら
、

小
学
６
年
生
（　

歳
到
達
後
最
初

１２

の
年
度
末
）
ま
で
に
拡
大
さ
れ
、

併
せ
て
、
所
得
制
限
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

●
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

新
た
に
、
児
童
手
当
を
受
け
る

児
童
の
保
護
者
の
方
は
、
役
場
住

民
課
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）

で
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。
な
お
、
改
正
に
伴
う
新
規

請
求
は
平
成　

年
９
月　

日
ま
で

１８

３０

受
け
付
け
た
も
の
に
限
り
、
特
例

的
に
４
月
１
日
（
ま
た
は
支
給
要

件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
当
該
児
童
に
係
る
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
保
護
者

の
方
は
、
特
に
手
続
き
を
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

右
記
に
該
当
し
な
い
保
護
者
の

方
で
、
次
の
受
給
資
格
が
あ
る
場

合
は
、
認
定
請
求
の
手
続
き
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
保
護
者
の
方
は
認
定

請
求
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

た
保
護
者
の
方
は
額
改
定
認
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
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所
得
制
限
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
新
た
に
児
童
手
当
が
受
給
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該

当
す
る
保
護
者
の
方
は
、
認
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
健
康
保
険
被
保
険
者
証
等
の
写

し
（
申
請
者
が
厚
生
年
金
等
加

入
者
の
場
合
）

�
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

　
　

井
手
町
に
平
成　

年
１
月
１

１７

日
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合

は
、
前
住
所
地
の
平
成　

年
度

１７

児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

　
　

井
手
町
に
平
成　

年
１
月
１

１８

日
に
住
所
が
な
か
っ
た
場
合

は
、
前
住
所
地
の　

年
度
、　

１７

１８

年
度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
住
民

課
（
℡　

-  
２
０
０
１
）
ま
で

８２

住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　

　補償金制度は「ハンセン病療養所入所者等に対
する補償金の支給等に関する法律」に基づき実施
しています。補償金の請求期限は平成１８年６月２１
日までとなっています。
支給対象／平成８年３月３１日までに国立ハンセン
療養所等に入所されていた方で、補償法施行日
（平成１３年６月２２日）において生存されている方。
請求の期限／平成１８年６月２１日（水）
その他／次の方は、補償金を請求できません。
　�すでに補償金を受けている方
　�ハンセン病に関する裁判上の和解が成立して

いる方
＊お問い合わせは、厚生労働省健康局疾病対策課
　ハンセン病係（電話０３‐５２５３‐１１１１）まで
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補償金の請求期限が残り３ヶ月となりました
請求がまだの方はお急ぎください
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よ
う
や
く
春
が
訪
れ
ま
し
た
。

私
は
コ
タ
ツ
に
隠
れ
る
こ
と
を
や

め
、
窓
を
全
開
に
し
て
春
の
暖
か

く
、
花
の
香
り
が
す
る
陽
気
に
触

れ
ま
し
た
。
日
本
の
春
と
い
え
ば

桜
の
季
節
で
す
。
そ
し
て
、
冬
の

間
は
隠
れ
て
い
た
井
手
町
の
桜
が

と
て
も
き
れ
い
で
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
私
は
こ
れ
ま
で
桜
の
花
が
咲

い
て
い
る
と
こ
ろ
を
実
際
に
見
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

が
最
初
に
見
た
桜
は
こ
の
井
手
町

の
桜
な
の
で
す
。
ま
た
テ
レ
ビ
や

雑
誌
な
ど
で
、
清
水
寺
と
い
っ
た

桜
の
名
所
が
京
都
に
は
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
桜
の

咲
い
た
玉
川
堤
を
歩
き
、
小
中
学

生
や
遠
く
か
ら
桜
を
見
物
に
来
た

人
た
ち
と
会
話
を
す
る
こ
と
も
楽

し
め
ま
し
た
。
私
は
桜
に
感
謝
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
限
ら
れ
た
短
い

時
間
で
私
た
ち
を
楽
し
い
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
自
分

た
ち
の
身
近
に
あ
る
美
し
い
も

の
、
気
分
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
も

の
を
大
切
に
思
い
、
そ
れ
を
残
し

て
い
く
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
友
人
た

ち
は
、
雨
と
風
が
桜
の
花
を
飛
ば

し
て
し
ま
う
ま
え
に
井
手
町
の
桜

を
見
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
で
は
新
し
い
学
年

が
始
ま
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
新
し
い
学
年

は
長
い
夏
休
み
後
の
８
月
後
半
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
私
は
春
が
新
し

い
年
を
始
め
る
、
と
て
も
い
い
時

期
だ
と
思
い
ま
す
。
木
々
や
花
と

い
っ
た
自
然
た
ち
も
再
び
活
動
を

始
め
、
暖
か
い
空
気
は
私
た
ち
の

心
を
新
鮮
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ

る
の
で
、
新
し
い
年
度
が
始
ま
る

に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
時
期
だ
と
思

い
ま
す
。
新
し
い
学
校
生
活
も
楽

し
み
で
す
が
、
は
じ
め
て
の
児
童

や
生
徒
が
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
生
徒
た
ち
は
学
年
が
ひ

と
つ
上
る
の
で
唯
一
の
新
入
生

は
、
保
育
園
の
年
長
組
だ
か
ら
で

す
。
新
し
い
学
級
と
新
し
い
先
生

た
ち
と
よ
い
１
年
間
を
つ
く
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
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　井手町では、これまで京都府等関係機関の指導・支
援を受けながら、行政・住民が一体となって同和問題
をはじめとするあらゆる人権問題の解決に向けた施策
を積極的に推進し、２０００年（平成１２年）９月には「井
手町行動計画」を策定して、住民の人権意識を高め、
人権文化を確立するための教育・啓発を進めてきまし
た。その結果、住民の人権問題に対する意識は着実に
高まってきましたが、今なお同和問題をはじめ、児童
虐待、ＤＶ、障害のある人や外国人等への差別など、
さまざまな人権問題が存在しており、今後も京都府等
関係機関と連携し、さらに積極的に人権教育・啓発を
推進する必要があると考えています。
　今回、「井手町行動計画」
が２００４年（平成１６年）をも
って満了したところですが、
「人権教育啓発推進法」の規
定を踏まえ「井手町行動計
画」の取り組みを継承・発
展させ、人権教育・啓発に
係る施策を引き続き総合的
かつ計画的に進めるため、
その基本的指針としてこの
「井手町人権教育・啓発推進
計画」を策定しました。

　井手町消防団では、２年に
一度の役員改選の年にあた
り、先日、任命式が行われま
した。なお新役員の任期は、
平成１８年４月２日から２０年４
月１日までです。
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い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

日
時
／
５
月　

日
（
土
）

２０

　
　

／
６
月
３
日
（
土
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

場
所
／
い
ず
れ
も
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
体

育
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡　

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
５
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１２

２６

　
　

／
６
月
９
日
（
金
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
〜
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

日
時
／
５
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１２

２６

　
　

／
６
月
９
日
（
金
）

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午

１０

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
ち
ま
き
づ
く
り
教
室
》

日
時
／
５
月　

日
（
木
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半
・

１８

１１

　
　

午
後
７
時
〜
９
時

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す

＊
場
所
／
い
ず
れ
も
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
研
修
棟

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

日
時
／
５
月　

日
（
金
）・　

日
（
金
）

１２

２６

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
半
〜
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�
申
し
込
み
は
不
要
で
す

�
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

�
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
下
さ
い

日
時
／
５
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
〜

２１

場
所
／
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
当
日
は
、
午
前
８
時
半
よ
り
体
育
協
会
総
合
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
６
月　

日
（
日
）
午
前
８
時
半
〜

１１

《
練
習
日
》

日
時
／
６
月　

日
（
土
）
午
後
７
時
〜

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


日
時
／
６
月　

日
（
日
）
午
前
８
時
半
〜

１１

場
所
／
新
四
郎
山
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
６
月　

日
（
日
）
午
前
８
時
半
〜

１８

場
所
／
井
手
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
６
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
半
〜

２５

場
所
／
城
陽
ボ
ウ
ル

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
℡　
８２

‐
５
７
０
０
）
ま
で

《
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
》

日
時
／
５
月　

日
（
火
）・　

日
（
火
）

２３

３０

　
　

／
６
月
６
日
（
火
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
８
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２講
座
・
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
	

日
時
／
５
月　

日
（
火
）
午
後
７
時
〜
９
時

２３

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
５
月　

日
（
土
）

１３

　
　

／
６
月　

日
（
土
）

１０

　

相
談
料
は
無
料
で
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

◎
相
談
日

▼
毎
月
第
１
・
３
・
４
月
曜
日

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
玉
泉
苑
（
℡　

‐
３
４
９
９
）

８２

▼
毎
月
第
２
月
曜
日

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
賀
泉
苑
（
℡　

‐
５
０
９
９
）

８２

い
ず
れ
も
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

平
成　

年
度　

無
料
法
律
相
談
開
設

１８

　

町
で
は
、
法
律
問
題
で
お
困
り
の
住
民
の
方
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
平
成　

年
９
月
か
ら
毎
月
第

１３

４
月
曜
日
に
玉
泉
苑
で
行
わ
れ
て
い
る
「
行
政
相

談
・
心
配
ご
と
相
談
」
と
あ
わ
せ
て
、
無
料
法
律

相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
利
用
件
数
も
多
く
、

ニ
ー
ズ
も
高
い
こ
と
か
ら
、
平
成　

年
度
も
引
き

１８

続
き
無
料
法
律
相
談
を
開
設
し
ま
す
。
な
お
、
法

律
相
談
に
は
町
の
顧
問
弁
護
士
が
ご
担
当
い
た
し

ま
す
。

※
法
律
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
弁
護
士
に
相
談

す
る
こ
と
が
一
番
の
近
道
で
す
。
ご
遠
慮
な
く
、

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時　

第
４
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
、
第
３
月
曜
日
に
開
設

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

ス

ポ

ー

ツ
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�
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�
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日
時
／
５
月　

日
（
日
）
午
前
８
時
半
〜

１４

《
練
習
日
》

日
時
／
５
月　

日
（
土
）
午
後
７
時
〜

１３

場
所
／
い
ず
れ
も
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

春
の
行
政
相
談
週
間 

５
月　

日
〜　

日

２２

２８

　

春
の
行
政
相
談
週
間
は
、
行
政
相
談
・
行
政
相

談
委
員
制
度
を
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
い
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
総
務
庁
が

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
※
相
談
は
口
頭
で
も
電

話
で
も
結
構
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
「
わ
か
り
に
く
い
道

路
標
識
が
あ
り
、
改
善
し
て
ほ
し
い
」「
年
金
に
つ

い
て
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
詳
し
く
説
明

を
し
て
ほ
し
い
」
等
と
い
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

行
政
相
談
で
は
、
こ
う
い
っ
た
み
な
さ
ん
か
ら

の
身
近
な
問
題
や
苦
情
、
意
見
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
や
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
Ｊ
Ｔ
な

ど
の
仕
事
、
府
や
町
が
国
か
ら
委
任
さ
れ
た
り
、

補
助
金
を
受
け
て
行
っ
た
り
し
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
も
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
行
政
機
関
に
ま
た
が
る
よ
う
な

事
柄
や
ど
こ
へ
話
を
し
て
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い

こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
５
月　

日
（
火
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

３０

�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
育
児
相
談
・
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
５
月　

日
（
水
）
午
前
９
時
半
〜　

時
半

１７

１０

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
��

日
時
／
５
月　

日
（
火
）

２３

　
　

／
６
月　

日
（
火
）

１３

　
　

い
ず
れ
も
午
前　

時
半
〜
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡　

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

井
手
町
消
防
団
林
野
火
災
訓
練

日
時
／
５
月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜

２８

１０

場
所
／
多
賀
地
区

お
詫
び
と
訂
正

　

５
月
号
役
場
だ
よ
り
中
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検

針
月
の
地
区
名
が
誤
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は

「
多
賀
地
区
」で
す
。
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。全

国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協

議
会
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た

　

昨
年
度
井
手
町
で
は
、「
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
復
元
事

業
」、「
源
氏
ボ
タ
ル
保
護
事
業
」、「
留
学
生
と
子
ど

も
た
ち
の
と
の
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど

の
実
施
に
「
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議

会
」
の
助
成
を
受
け
て
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

�
生
後
１
〜
６
ヶ
月
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い

《
ポ
リ
オ
》

日
時
／
５
月　

日
（
火
）

２３

�
生
後
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
ま
で
で
す
が
、
で
き
る

９０

だ
け
３
ヶ
月
〜　

ヶ
月
の
間
に
２
回
服
用
し
て
く

１８

だ
さ
い
。
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
を
６
週
間
あ

け
て
く
だ
さ
い

受
付：

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
２
時　

分
４５

＊
母
子
手
帳
と
予
診
票
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い＊
「
予
防
接
種
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
は
毎
回
必
ず
読

ん
で
く
だ
さ
い

場
所
／
い
ず
れ
も
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

各

種

相

談

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

日
時
／
５
月　

日
（
月
）・　

日
（
月
）

１５

２２

　
　

／
６
月
５
日
（
月
）

　
　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
６
月　

日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

１２

場
所
／
賀
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
５
月　

日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

２２

場
所
／
玉
泉
苑

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

日
時
／
６
月
５
日
（
月
）
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
週
月
曜
日

（
月
４
回
第
１
・
３
・
４
は
、
玉
泉
苑
、
第
２
は
賀

泉
苑
）
に
開
設
し
て
い
ま
す
。（
第
５
月
曜
日
と
祝

日
に
あ
た
る
月
曜
日
は
開
設
し
ま
せ
ん
）

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
６
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
い
ず
れ
も　

歳
以
上

６５

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡　

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

子

育

て

�
�
�
�
�
�
�
�

日
時
／
５
月　

日
（
木
）
午
前
９
時
半
〜
正
午

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
毎
月
第
４
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡　
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
６
月
２
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ　

・　

・
４
か
ら
Ｈ　

・
１
・
２
生
ま
れ

１４
１０

１５

《
乳
児
健
診
》

日
時
／
６
月
５
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ　

・
１
・
４
か
ら
Ｈ　

・
３
・
５
生
ま
れ

１８

１８

�
�
�
�
�
�

日
時
／
６
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
半
〜
３
時
半

対
象
／
３
〜　

ヶ
月
児
の
保
護
者

１０

受
付：

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
１
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

《
三
種
混
合
》

日
時
／
５
月　

日
（
火
）

１６

�
第
一
期
初
回
は
生
後
３
ヶ
月
〜
６
歳
ま
で
に
３

〜
８
週
間
の
間
隔
で
３
回
接
種
。
で
き
る
だ
け
４

歳
ま
で
に
完
了

�
第
一
期
追
加
は
、
初
回
３
回
接
種
完
了
後
１
年

〜
１
年
６
ヶ
月
の
間
に
１
回
接
種

《
Ｂ
Ｃ
Ｇ
》

日
時
／
６
月　

日
（
火
）

２０

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


日
時
／
５
月　

日
（
土
）
午
後
１
時
半
〜

１３

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

内
容
／
コ
ー
ラ
ス
・
オ
ー
ボ
エ
独
奏
・
中
国
民
族

楽
器
「
二
胡
」
と
「
古
箏
」
に
よ
る
演
奏
＆
ト
ー

ク＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡　

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

《
ミ
ニ
鉢
植
え
づ
く
り
》

日
時
／
５
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

１７

場
所
／
玉
泉
苑

《
音
楽
会
と
お
楽
し
み
ゲ
ー
ム
》

日
時
／
６
月　

日
（
水
）
午
後
１
時
半
〜

２１

場
所
／
賀
泉
苑

費
用
／
い
ず
れ
も
２
０
０
円

対
象
／　

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６０

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月　

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
だ

１０

よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

健

康

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

《
転
倒
予
防
教
室
》

日
時
／
５
月　

日
（
木
）
午
後
１
時
半
〜
３
時

２５



�������������

�
図
書
は
１
人　

冊
、
２
週
間

１２

�
雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

�
視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

「
女
と
も
だ
ち
」 

真
梨
幸
子

「
焼
き
そ
ば
う
え
だ
」 

さ
く
ら
も
も
こ

「
ミ
ー
ナ
の
行
進
」 

小
川
洋
子

「
浮
か
れ
黄
蝶
」 

平
岩
弓
枝

「
棄
霊
島
」
上
・
下 

内
田
康
夫

�
�
�
�
�
火
曜
日
〜
日
曜
日

�
�
�
�
�
�

４
月
〜
９
月　

午
前　

時
〜
午
後
６
時

１０

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�

５
月　

・　

・　

・　

・　

・　

日

１０

１１

１５

２２

２５

２９

６
月
５
・　

・　

・　

〜　

日

１２

１９

２４

３０

※
６
月　

日
（
土
）
〜　

日
（
金
）
の

２４

３０

間
は
特
別
資
料
整
理
期
間
の
た
め
休
館

し
ま
す
。

☆�
�
�
�
�
�
�
�
	

「
東
京
ボ
イ
ス
」 

ヒ
キ
タ
ク
ニ
オ

�
�
�
�

「
メ
ダ
カ
の
え
ん
そ
く
」 

阿
部
夏
丸

「
お
さ
る
の
ジ
ョ
ー
ジ 
し
ょ
う
ぼ
う
し

ゃ
に
の
る
」 

Ｍ
＆
Ｈ
・
Ａ
・
レ
イ

「
お
に
い
ち
ゃ
ん
に
は 
は
ち
み
つ
ケ
ー

キ
」 

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン

「
木
の
上
の
家
」

 

ビ
ア
ン
カ
・
ピ
ッ
ツ
ォ
ル
ノ

☆�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

５
月　

日
（
土
）

１３

６
月　

日
（
土
）

１０

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
親
と
子
の
絵
本
の
会
》

５
月　

日
（
土
）

２０

６
月　

日
（
土
）

１７

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

６
月
３
日
（
土
）
〜
９
日
（
金
）

国家の品格
藤原正彦
日本は世界で唯一の「情緒と
形の文明」である。いま日本
に必要なのは、論理よりも情
緒、英語よりも国語、民主主
義よりも武士精神であり、「国
家の品格」を取り戻すことだ。
すべての日本人に誇りと自信
を与える画期的日本論。

バター、オイルなしでもこん
なにおいしいふとらないパン
茨木くみ子
「ご飯のようなパン」を作りた
い！　バターも油もいっさい
使いません。水だけでこねる
超シンプルな低カロリーのパ
ン、牛乳でこねるしっとり生
地のパンなど、簡単にできて
体にやさしく、かつおいしい
パンを紹介します。

忍たま乱太郎　カワキタケの
つぼさがし大会の段
尼子騒兵衛
１００年前に埋められたカワキ
タケ城のつぼをめぐり、学園
中の忍たまが大さわぎ。忍た
またちは、手がかりの古文書
と地図の謎に挑みますが…。

まめうしのまんまるいふゆ
あきやまただし
ぼく、まめうし。豆粒くらい
の小さい子牛。今日はありす
ちゃんのために、まん丸い食
べものをさがしてあげるんだ
～。「これ、まんまる！」「それ、
だんごむしだよ、まめうしく
ん！」まめうしシリーズ。
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�
�
�
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�
�

�
�
�
�
�

�
�

�
�　

歳
以
上　

歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所
の

２０

６０

あ
る
人
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
な
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
次
の
３
種
類
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者

　

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る　

歳
以
上　

歳
未
満

２０

６０

の
人
（
次
の
②
ま
た
は
③
の
該
当
者
を
除
く
）

②
第
２
号
被
保
険
者

　

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
お
よ
び
共
済
組
合

等
の
組
合
員
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
人
を

含
め
て
、
第
２
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
国
民

年
金
の
保
険
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
用
者
年
金
制

度
か
ら
国
民
年
金
制
度
に
対
し
て
、
拠
出
金
と
し

て
拠
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
個
別
に
納
付
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
で
、　

歳
２０

以
上　

歳
未
満
の
人
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
な

６０

い
人
を
含
め
て
、
第
３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
、
配
偶
者
が
加
入
し
て
い
る
被
用

者
年
金
制
度
か
ら
国
民
年
金
制
度
に
対
し
て
、
拠

出
金
と
し
て
拠
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
個
別
に
納
付

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
第
２
号
被
保

険
者
の
配
偶
者
で
も
、
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
配
偶

者
の
場
合
（
配
偶
者
に
収
入
が
あ
り
、
被
扶
養
配

偶
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
な
い
）
は
、
第
１
号

被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
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　当組合では廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び
浄化槽法並びに城南衛生管理組合廃棄物の適正処理、
減量及び再生利用に関する条例の規定により、浄化槽
清掃業及び一般廃棄物処理業の許可を行っています。
　平成１８・１９年度は右記の６企業に許可しましたので、
お知らせします。

城南衛生管理組合からのお知らせ
浄化槽清掃業に関する許可について
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 http://www.town.ide.kyoto.jp/ 
E-mail�idekika@silver.ocn.ne.jp
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顔を出してのドライブとパン隠しが趣味です。
 ････････････････････････････････････････････････ 
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　写真はメールまたは郵送でお送りください（役場持込可）。ペットの
名前・性別、飼い主さんからのコメント、お名前・住所・電話番号を忘
れずに書き添えてください。ご応募お待ちしています。
〒６１０－０３０２　綴喜郡井手町井手南玉水６７
　総務部企画財政課『我が家のペットじまん』係
　E-mail　ｉｄｅｋｉｋａ@ｓｉｌｖｅｒ.ｏｃｎ.ｎｅ.ｊｐ
※ご応募いただいた写真は返却できません

あなたのお家のペットの写真を募集します
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電話番号名　　称

0774－82－2001
2160
2237
2468
3290

井手町役場

0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－4412井手小学校有王分校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署　井手分署


